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(57)【要約】
データを合成してＩａａＳの提供を促進するための諸態
様を開示する。異種のソースからのデータ寄与分を集計
する。この場合、少なくとも第１のデータ寄与分を第２
のデータ寄与分と結合してデータ結合を生成する。次に
、当該データ結合の消費を追跡して、少なくとも１つの
寄与者に関連付けられた寄与値を当該消費に基づいて確
定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを合成してＩａａＳの提供を促進するための方法であって、
　複数のデータ寄与分を集計するステップと、
　第１のデータ寄与分を第２のデータ寄与分と結合してデータ結合を生成するステップと
、
　前記データ結合の消費を追跡するステップと、
　前記データ結合に対する少なくとも１つの寄与者に関連付けられた寄与値を、前記消費
に基づいて確定するステップと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記データ結合がマージ値であり、前記結合するステップが、前記第１のデータ寄与分
に関連付けられた第１の値を前記第２のデータ寄与分に関連付けられた第２の値とマージ
して前記マージ値を生成するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データ結合が結合データ・セットであり、前記結合するステップが、前記第１のデ
ータ寄与分に関連付けられた第１のデータ・セットを前記第２のデータ寄与分に関連付け
られた第２のデータ・セットと結合して前記結合データ・セットを生成するステップを含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　検索基準に基づいて前記複数のデータ寄与分を集計するステップをさらに含み、前記第
１のデータ寄与分と前記第２のデータ寄与分とが、前記検索基準にマッチする１組の結果
に含まれる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数のデータ寄与分が定性的データを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のデータ寄与分が定量的データを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　データを合成してＩａａＳの提供を促進するように構成した装置であって、
　メモリに格納したコンピュータ実行可能コンポーネントを実行するように構成したプロ
セッサであって、前記コンポーネントが、
　　複数のデータ寄与分を集計するように構成した集計コンポーネントと、
　　第１のデータ寄与分を第２のデータ寄与分と結合してデータ結合を生成するように構
成した結合コンポーネントと、
　　前記データ結合の消費を追跡するように構成した追跡コンポーネントと、
　　前記データ結合に対する少なくとも１つの寄与者に関連付けられた寄与値を、前記消
費に基づいて確定するように構成した評価コンポーネントと、
　を備える、プロセッサ
　を備える、装置。
【請求項８】
　前記データ結合がマージ値であり、前記結合コンポーネントが、前記第１のデータ寄与
分に関連付けられた第１の値を前記第２のデータ寄与分に関連付けられた第２の値とマー
ジして前記マージ値を生成するように構成された、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記結合コンポーネントが、前記マージ値に関連付けられた確度レベルを決定するよう
に構成された、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記結合コンポーネントが、前記第１のデータ寄与分または前記第２のデータ寄与分の
うち少なくとも１つに加重評価を割り当てるように構成され、前記確度レベルが前記加重
評価に基づく、請求項９に記載の装置。
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【請求項１１】
　前記データ結合が結合データ・セットであり、前記結合コンポーネントが、前記第１の
データ寄与分に関連付けられた第１のデータ・セットを前記第２のデータ寄与分に関連付
けられた第２のデータ・セットと結合して前記結合データ・セットを生成するように構成
された、請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　前記評価コンポーネントが、評判値を前記少なくとも１つの寄与者に関連付けるように
構成され、前記寄与値が前記評判値に基づく、請求項７に記載の装置。
【請求項１３】
　前記追跡コンポーネントが、前記消費に関連付けられた収入の流れを監視するように構
成された、請求項７に記載の装置。
【請求項１４】
　前記追跡コンポーネントが、前記少なくとも１つの寄与者が獲得した収入の流れの割当
てを決定するように構成され、前記割当てが前記寄与値に基づく、請求項１３に記載の装
置。
【請求項１５】
　前記結合コンポーネントが、広告を前記データ結合の表示に挿入するように構成され、
前記収入の流れが前記広告に関連付けられた広告部分を含む、請求項１３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の説明は、一般に、ＩａａＳ（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ａｓ　ａ　ｓｅｒｖｉｃ
ｅ＝サービスとしての情報）を提供するための情報基盤に関し、特に、合成データを公開
してＩａａＳの提供を促進するためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　幾つかの従来システムに関する背景として、コンピューティング装置は一般に、情報、
関連アプリケーション、およびデータ・サービスを装置に局所的に格納していた。しかし
、オンラインのクラウド・サービスの発展に伴い、情報はネットワーク・プロバイダにま
すます移行されつつある。当該ネットワーク・サービスは、装置に代替してサービスを全
く実施しないか、当該サービスの一部または全部を実施するものである。テラバイトのデ
ータ（おそらく将来はペタバイト、エクサバイト、等のデータ）を格納できるネットワー
ク・ストレージの発展により、局所的なシナリオをクラウドで模倣し、主要な装置と外部
記憶を分離する機会がもたらされている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、ＩａａＳを任意のプラットフォームで効果的に提供し、パブリッシャ、開発者
、および消費者が容易に、関係者全員のために追跡および監視できるように任意の種類の
データを公開し、アプリケーションを当該データに特化させ、当該データを消費できるよ
うにする、クラウド・サービスもネットワーク・ストレージ・プロバイダも存在しない。
このような効果的な追跡機構が存在しないと、時間とともに情報を評価することが困難と
なる。なぜならば、特定の情報の消費は変化しうるし、しばしば予測不可能であるからで
ある。実際、特定の種類のデータの評価は消費とともに変化する可能性があり、かかるデ
ータの特定の一部が他の部分よりも頻繁に消費される、すなわち、より価値があることが
ある。例えば、消費者の満足度調査に関して、一部の顧客が提供した回答は、それらがよ
り完全であったり、または、特定の重要なターゲット層であるため、必然的に価値が高く
なる。企業はこれらの調査への参加に対して報酬を与えることもあるが、かかる報酬はし
ばしば名目的で、全ての調査参加者に均一である。したがって、参加者には、特段完全な
回答を提供する動機が殆どなく、かつ／または、かかる調査に参加する動機さえも全くな
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い。
【０００４】
　さらに、しばしばデータは集計された方がより価値があることに留意する必要がある。
例えば、上述の顧客調査に関して言えば、より多くの顧客が参加すると、特定の調査の価
値が一般に増大する。したがって、個々の回答の実際の価値は、調査の最終的な包括性お
よび当該調査の最終的な利用に応じて変化しうる。しかし、従来のシステムでは、集計し
たデータ・セットに対する個々の寄与分を評価するための適切な情報基盤が提供されてい
ない。実際、データがそれ自体１つのデータ消費体験（例えば、Ｗｅｓｔｌａｗ「登録商
標」、ＬｅｘｉｓＮｅｘｉｓ「登録商標」、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｅａ
ｒｔｈ「登録商標」、ＯｐｅｎＧＩＳ「登録商標」のＷＭＳ（Ｗｅｐ　Ｍａｐ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ）インタフェース標準、等により提供されたデータ）として特に価値があるもので
ない限り、上記価値あるデータ・セットの全範囲を収益化したり、その経験を生かすこと
は困難である。
【０００５】
　上述した今日の方法の欠点は単に、従来型システムの問題の一部を概観することを意図
したものであり、包括的なものではない。最新技術に関する他の問題と、様々な非限定的
実施形態の幾つかのそれに対応する利点は、下記の発明を実施するための形態を検討する
ことによりさらに明らかになろう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　発明を実施するための形態と添付図面に記載した例示的で非限定的な実施形態の様々な
態様の基本的なまたは一般的な理解を支援するために、簡単な要約を付す。しかし、本要
約は広範囲または包括的な概要を意図したものではない。寧ろ、本要約の唯一の目的は、
幾つかの例示的で非限定的な実施形態に関連する幾つかの概念を、下記の様々な実施形態
のより詳細な説明に対する前置きとして簡潔な形で提示することにある。
【０００７】
　１又は複数の実施形態とその対応する開示によれば、様々な態様が、ＩａａＳを任意の
プラットフォームから提供することと関連して説明される。１つのかかる態様では、デー
タを合成してＩａａＳの提供を促進するように構成された装置が開示される。かかる実施
形態において、当該装置は、メモリに格納されたコンピュータ実行可能コンポーネントを
実行するように構成されたプロセッサを備える。コンピュータ実行可能コンポーネントは
、集計コンポーネント、結合コンポーネント、追跡コンポーネント、および評価コンポー
ネントを備える。集計コンポーネントは、複数のデータ寄与分を集計するように構成され
、結合コンポーネントは第１のデータ寄与分と第２のデータ寄与分を結合してデータ結合
を生成するように構成される。本実施形態に関して、追跡コンポーネントはデータ結合の
消費を追跡するように構成される。次に、評価コンポーネントは、データ結合に対する少
なくとも１つの寄与者に関連付けられた寄与値を上記消費に基づいて確定するように構成
される。
【０００８】
　他の実施形態および様々な非限定的な例、シナリオ、および実装形態については後でよ
り詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一態様に従う、合成データを公開するための例示的なシステムの概要を
示す図である。
【図２】一実施形態に従う、例示的な値のマージを示す図である。
【図３】一実施形態に従う、例示的なデータ・セットの結合を示す図である。
【図４】本発明の一態様に従う、例示的なデータ合成器のブロック図である。
【図５】一実施形態に従う、合成データの公開を実現するコンポーネントの例示的な結合
を示す図である。
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【図６】一実施形態に従う、合成データを公開するための例示的な方法を示す流れ図であ
る。
【図７】一実施形態に従う、潜在的な情報提供者を地理的領域に例示的にマッピングする
ことを示す図である。
【図８】図７に示す情報提供者の一部に対応する例示的な値のマージを示す図である。
【図９】一実施形態に従うデータ・セットの組合せの例示的な割当てを示す図である。
【図１０】一実施形態に従う、追跡を容易にする１組の例示的なターゲット層の関連付け
を示す図である。
【図１１】一実施形態に従う、加重値の例示的なマージを示す図である。
【図１２】一実施形態に従う、結合データ・セットから確定した情報を例示的に公開する
ことを示す図である。
【図１３】任意のプラットフォームからのＩａａＳ向けの非限定的な情報基盤に関する例
示的なシーケンスを示す流れ図である。
【図１４】任意のプラットフォームからのＩａａＳ向けの例示的で非限定的な情報基盤を
示すブロック図である。
【図１５】任意のプラットフォームからのＩａａＳ向けの情報基盤に関する例示的で非限
定的な１組の実装の具体的な詳細を示すブロック図である。
【図１６】任意のプラットフォームからのＩａａＳ向けの例示的な情報基盤からの例示的
なデータ消費を示す図である。
【図１７】本明細書で説明した様々な実施形態を実装できる例示的で非限定的なネットワ
ーク環境を表すブロック図である。
【図１８】本明細書で説明した様々な実施形態の１又は複数の態様を実装できる例示的で
非限定的なコンピューティング・システムまたは動作環境を表すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して様々な実施形態を説明する。ここで、全体を通じて、同じ参照番
号を使用して同じ要素を参照する。以下の記述では、説明の目的のため、多数の具体的な
詳細を説明して１又は複数の実施形態の徹底的な理解を与える。しかし、かかる実施形態
（複数可）をこれらの具体的な詳細なしに実施してもよいことは明らかであろう。他の事
例では、公知の構造と装置をブロック図の形で示して１又は複数の実施形態の説明を容易
にする。
【００１１】
　本明細書では、合成データを公開してＩａａＳの提供を促進するシステムおよび方法を
開示する。本明細書で使用する際、「合成データ」という用語は、複数の値を１つのマー
ジ値にマージし、かつ／または、複数のデータ・セットを１つのデータ・セットに結合す
ることを含む複数の方法のうち任意のものにより確定した結合データを指す。この目的の
ため、データ結合を別のデータ結合および／またはデータ寄与分と組み合わせて（即ち、
データ結合／寄与分を纏めて連結して）別のデータ合成を生成してもよいことが考慮され
ている。
【００１２】
　一態様では、情報消費トランザクションの追跡と監査を可能とするウェブ・サービスＡ
ＰＩ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）に従っ
てコンテンツを公開し収益化するプラットフォームを提供する。かかる実施形態では、コ
ンテンツが無料で公開されている場合であっても、本明細書で説明する監査および追跡の
機構により、広告収入エンジンを実際に消費されたコンテンツに適用して、如何なるクリ
ック・スルー・モデルまたは他の不完全なモデルとも異なり、実際の消費に比例して広告
収入がコンテンツ・パブリッシャに支払われることを保証することができる。一態様では
、特定のコンテンツ寄与分の消費には、当該寄与分を含みかつ／または当該寄与分から導
出されるデータ結合の消費を含めてもよい。したがって、まれなパブリッシャを含む情報
提供者が、自己のデータを他の情報提供者が提供するデータと組み合わせ、データ結合に
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対する各自の寄与分に基づいて収入を導出できる、エコシステムが構築される。
【００１３】
　次に図１を参照すると、一態様に従って同期データを公開するための例示的なシステム
の概要が示されている。図示したように、システム１００は、ＩａａＳ情報基盤１２０、
情報提供者１３０、情報消費者１４０、および広告者１５０を含み、これらはネットワー
ク１１０を介して通信可能に接続される。一態様では、ＩａａＳ情報基盤１２０はデータ
合成ユニット１２２を備える。データ合成ユニット１２２は、情報提供者１３０により提
供されたデータを結合し、どの情報提供者１３０が情報消費者１４０により実際に消費さ
れた特定のデータ結合に寄与したかを追跡することによって、ＩａａＳの提供を促進する
。例えば、データ合成ユニット１２２が多数の情報提供者１３０から全国の天気予報を集
計したが、個々の情報消費者１４０は地方の天気予報にしか興味をもっていないかもしれ
ない。かかる状況では、対応する地方の天気予報を確定するために情報提供者１３０のう
ち地方の情報提供者のみを使用してもよい。この例に対して、特に要求された地方の天気
予報に寄与する情報提供者１４０を特定するようにデータ合成ユニット１２２を構成して
もよい。一態様では、データ合成ユニット１２２をさらに、広告者１５０からの広告を地
方の天気予報に挿入するように構成してもよい。この場合、挿入した広告からの広告収入
は、要求された天気予報に対する夫々の寄与分に基づいて情報提供者１３０に配分される
。
【００１４】
　一部のアプリケーションに対しては、様々な別のソースから受け取った値をマージする
ようにデータ合成ユニット１２２を構成してもよい。図２では、一実施形態に従ってかか
る値をマージするための例示的なシステムの図が提供されている。図示したように、シス
テム２００は、価値寄与者２２０、価値寄与者２３０、および価値寄与者２４０の各々か
ら受け取った個々の価値に基づいてマージ値２５０を確定するデータ合成器２１０を備え
る。マージ値２５０は、例えば、特定の住宅に対する見積価値を表すことができる。この
場合、価値寄与者２２０、価値寄与者２３０、および価値寄与者２４０の各々は、別々の
住宅評価ウェブサイトである。図示したように、データ合成器２１０が、「価値Ａ」の見
積価値を価値寄与者２２０から受け取り、「価値Ｂ」の見積価値を価値寄与者２３０から
受け取り、「価値Ｃ」の見積価値を価値寄与者２４０から受け取ってもよい。一態様では
、データ合成器２１０が次に、受け取った値の各々を１つのマージ値２５０に（例えば、
平均しない方法も考えられるが、価値Ａ、価値Ｂ、価値Ｃを評価することによって）マー
ジしてもよい。この場合、マージ値２５０に特定の確度レベルを割り当ててもよい。かか
る確度レベルが、例えば、サンプルの大きさ（例えば、マージ値２５０のもととなる価値
の数）、寄与者の信頼性、等を含む複数の因子のうち任意のものに基づいてもよい。
【００１５】
　別の態様では、値をマージするのではなく、個々のデータ・セットを結合して大規模な
データ・セットを生成してもよい。図３では、一実施形態に従うデータ・セットの例示的
な結合の図が提供されている。図示したように、システム３００は、価値寄与者３２０、
価値寄与者３３０、および価値寄与者３４０の各々から受け取った個々のデータ・セット
に基づいて結合データ・セット３５０を生成するデータ合成器３１０を備える。結合デー
タ・セット３５０は、例えば、顧客の滞足度調査を表すことができる。この場合、価値寄
与者３２０、価値寄与者３３０、および価値寄与者３４０の各々は、当該調査の異なる参
加者である。図示したように、データ合成器３１０が、「データ・セットＡ」の見積価値
を価値寄与者３２０から受け取り、「データ・セットＢ」の見積価値を価値寄与者３３０
から受け取り、「データ・セットＣ」の見積価値を価値寄与者３４０から受け取ってもよ
い。一態様では、データ合成器３１０が次に、受け取ったデータ・セットの各々を１つの
結合データ・セット３５０に結合してもよい。ここで、結合データ・セット３５０が検索
可能な調査回答のデータ・セットであってもよく、この場合、幾つかの調査回答が他の回
答よりも望ましいものであってもよいことに留意されたい。例えば、情報消費者が結合デ
ータ・セット３５０の検索を行ってもよく、この場合、特定の層にマッチする人からの調
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査回答のみが返される。本例では、所望の層にマッチする人にのみ報酬を配分してもよい
。なぜならば、これらの人が、この特別な検索で消費された回答を提供したからである。
【００１６】
　次に図４を参照すると、一実施形態に従う、合成データの公開を促進する例示的なデー
タ合成ユニットのブロック図が提供されている。図示したように、データ合成ユニット４
００が、プロセッサ・コンポーネント４１０、メモリ・コンポーネント４２０、集計コン
ポーネント４３０、結合コンポーネント４４０、追跡コンポーネント４５０、および評価
コンポーネント４６０を備えてもよい。
【００１７】
　一態様では、プロセッサ・コンポーネント４１０は、複数の機能のうち任意のものの実
施に関連するコンピュータ読取可能命令を実行するように構成される。プロセッサ・コン
ポーネント４１０は、データ合成ユニット４００から送信される情報の分析、および／ま
たは、メモリ・コンポーネント４２０、集計コンポーネント４３０、結合コンポーネント
４１０４４０、追跡コンポーネント４５０、および／または評価コンポーネント４６０に
よって利用できる情報の生成に特化した、１又は複数のプロセッサであることができる。
追加または代替として、プロセッサ・コンポーネント４１０を、データ合成ユニット４０
０の１又は複数のコンポーネントを制御するように構成してもよい。
【００１８】
　別の態様では、メモリ・コンポーネント４２０を、プロセッサ・コンポーネント４１０
に接続し、プロセッサ・コンポーネント４１０により実行されるコンピュータ読取可能命
令を格納するように構成する。メモリ・コンポーネント４２０を、集計コンポーネント４
３０、結合コンポーネント４４０、追跡コンポーネント４５０、および／または評価コン
ポーネント４６０のうち任意のものによって生成されるデータを含む複数の他種のデータ
のうち任意のものを格納するように構成してもよい。メモリ・コンポーネント４２０を、
幾つかの異なる構成で構成することができる。当該構成には、ランダム・アクセス・メモ
リ、バッテリ支援メモリ、ハード・ディスク、磁気テープ、等が含まれる。様々な機能を
、圧縮自動バックアップ（例えば、ＲＡＩＤ（Ｒｅｄｕｎｄａｎｔ　Ａｒｒａｙ　ｏｆ　
Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｄｒｉｖｅｒｓ）構成を利用したもの）のようなメモリ・コン
ポーネント４２０に実装することもできる。
【００１９】
　さらに別の態様では、集計コンポーネント４３０をプロセッサ・コンポーネント４１０
に接続し、データ合成ユニット４００を情報提供者とインタフェースするように構成する
。例えば、集計コンポーネント４３０を、複数の異なる情報提供者のうち任意のものから
データ寄与分を集計するように構成してもよい。ここで、かかるデータ寄与分は、定性的
データ（例えば、映画のレビューに対応する談話や、調査への回答）および／または定量
的データ（例えば、降水量、見積住宅価格、等）を含みうることに留意されたい。一態様
では、集計コンポーネント４３０をさらに、検索基準に基づいてデータ寄与分を集計する
ように構成してもよい。例えば、当該検索基準に基づいて、集計コンポーネント４３０を
、既に集計したデータ寄与分の一部を集計する（即ち、格納されたデータ寄与分を内部的
に集計する）ように構成してもよい。あるいは、集計コンポーネント４３０を、当該検索
基準に基づいて当初の集計を実施する（即ち、格納されたデータ寄与分を外部的に集計す
る）ように構成してもよい。
【００２０】
　図示したように、データ合成ユニット４００が、結合コンポーネント４４０を備えても
よい。かかる実施形態では、結合コンポーネント４４０は、第１のデータ寄与分を第２の
データ寄与分と結合してデータ結合を生成するように構成される。一態様では、結合コン
ポーネント４４０により生成されるデータ結合が、結合データ・セットまたはマージ値の
いずれかであることができる。例えば、データ・セットの結合に関して、第１および第２
のデータ寄与分が、夫々、第１および第２の情報提供者からの調査に対する定性的な回答
に対応してもよい。ここで、データ結合が単に、両方の定性的な回答をそっくりそのまま
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含んでもよい。しかし、マージ値に関して、結合コンポーネント４４０を、第１のデータ
寄与分に関連付けられた第１の値を第２のデータ寄与分に関連付けられた第２の値とマー
ジして、マージ値（例えば、同一の近傍から同時に読み取った２つの温度の平均）を生成
するように構成してもよい。マージ値を計算するとき、結合コンポーネント４４０をさら
に、マージ値に関連付けられた確度レベルを決定するように構成することができる。例え
ば、結合コンポーネント４４０を、第１のデータ寄与分または第２のデータ寄与分のうち
少なくとも１つに重みを割り当てるように構成することができる。この場合、確度レベル
は重みに基づく（例えば、各ソースの信頼度に基づいてデータ寄与分を加重する）。
【００２１】
　図示したように、データ合成ユニット４００が、追跡コンポーネント４５０および評価
コンポーネント４６０を備えてもよい。一態様では、追跡コンポーネント４５０は、結合
コンポーネント４４０が生成したデータ結合の消費を追跡するように構成され、評価コン
ポーネント４６０は、データ結合への一意な寄与値を上記消費に基づいて寄与者ごとに確
定するように構成される。ここで、幾つかの情報提供者が他より価値があるかもしれない
ので（例えば、幾つかの情報提供者がより信頼度が高く、より人気がある、等のため）、
評価コンポーネント４６０をさらに、特定の評価値を各寄与者に割り当てるように構成し
てもよく、この寄与値が評価値に基づいて変化してもよい。
【００２２】
　別の態様では、データ合成ユニット４００を、ＩａａＳの提供により発生した収入（例
えば、広告収入、サブスクリプション収入、等）を配分するように構成してもよい。かか
る収入の配分を促進するために、追跡コンポーネント４５０を、情報の消費に関連付けら
れた複数の収入の流れのうち任意のものを監視するように構成してもよい。さらに、追跡
コンポーネント４５０を、消費した情報の各寄与者が獲得した収入の流れの割当てをそれ
ぞれの寄与値に基づいて決定するように構成することができる。一態様によれば、データ
合成ユニット４００が中央の広告プラットフォームを提供してもよく、この場合、広告収
入が自動的に追跡され配分される。例えば、結合コンポーネント４３０を、広告を特定の
データ結合の表示に挿入するように構成してもよく、この場合、データ結合の収入の流れ
が、挿入された広告に関連付けられた広告部分を含む。しかし、ここで、広告を必ずしも
データの表示に挿入しなくともよいことに留意されたい。このため、かかる広告が１又は
複数の寄与者の評価値に影響を及ぼしてもよく、広告をデータ寄与分と組み合わせてデー
タ結合を生成してもよいことにさらに留意されたい。
【００２３】
　図５を参照すると、一実施形態に従って合成データの公開を促進するシステム５００が
示されている。例えば、システム５００および／またはシステム５００を実装するための
命令が、データ合成ユニット４００またはコンピュータ読取可能媒体の内部に存在するこ
とができる。図示したように、システム５００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそ
れらの組合せ（例えば、ファームウェア）により実装された機能を表示できる機能ブロッ
クを含む。システム５００は、協調して動作できるコンポーネントの論理グループ５０２
を含む。図示したように、論理グループ５０２が、複数のデータ寄与分５１０を集計する
ためのコンポーネント、ならびに、第１のデータ寄与分を第２のデータ寄与分と組み合わ
せてデータ結合５１２を生成するためのコンポーネントを備えることができる。論理グル
ープ５０２が、データ結合５１４の消費を追跡するためのコンポーネントを備えることも
できる。さらに、論理グループ５０２が、データ結合に対する少なくとも１つの寄与者に
関連付けられた寄与値を消費５１６に基づいて確定するためのコンポーネントを備えるこ
とができる。さらに、システム５００が、コンポーネント５１０、５１２、５１４、およ
び５１６に関連付けられた機能を実行するための命令を保持するメモリ５２０を備えるこ
とができ、この場合、コンポーネント５１０、５１２、５１４、および５１６のうち任意
のものがメモリ５２０内部または外部のいずれかに存在することができる。
【００２４】
　次に図６を参照すると、一実施形態に従う、合成データの公開を促進する例示的な方法
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を示す流れ図が提供されている。図示したように、本方法は、本発明の一態様に従うコン
ピューティング装置により実施できる一連の動作を含む。例えば、プロセッサを使用して
コンピュータ読取可能記憶媒体に格納したコンピュータ実行可能命令を実行して当該一連
の動作を実装することにより、本方法を実装してもよい。別の実施形態では、当該一連の
動作を実装するためのコードを含むコンピュータ読取可能記憶媒体が考慮されている。
【００２５】
　図示したように、動作６００で、先ず情報提供者と情報消費者との通信リンクを確立す
る。次に、動作６１０で、データ寄与分を様々な情報提供者から受け取る。次に、データ
寄与分を受け取ると、動作６２０で、受け取った寄与分から成る特定のデータ結合を推測
することができる。ここで、或る種の定量的データを自動的にマージしてもよい（例えば
、２人の人が同じ映画のお薦め度を提供する）ことは理解されよう。同様に、論理的に関
連する定量的なデータ・セットを自動的に結合してもよい（例えば、同じ映画に対してコ
メント談話を提供する２人）。
【００２６】
　次に、動作６３０で、情報要求を情報消費者から受け取る。ここで、多種多様の情報の
うち任意のものが受入可能かもしれないので、かかる情報要求（例えば、特定の映画の名
前を含む検索文字列）が具体的に対象とされることが考慮されている。次に、動作６４０
で、要求された情報（例えば、要求された映画に対するお薦め度および／またはコメント
）を情報消費者に提供する。次に、動作６５０で、要求された情報に寄与した情報提供者
（例えば、要求された映画に対するお薦め度および／またはコメントを提供した人）を特
定する利用レポートを生成する。
【００２７】
（例示的な実装形態）
　本明細書で開示した諸態様の多数の可能な実装形態をより良く理解することを容易にす
るために、以下の議論では、様々な非限定的な実施形態を例示的な実装シナリオのコンテ
キストで説明する。先ず図７、８を参照すると、気温を様々な情報提供者から集計する例
示的なシナリオが提供されている。この特定のシナリオに対して、先ず、同じ都市であっ
ても気温が非常に大きく変化しうることに留意されたい。実際、広範囲をカバーする従来
型の天気予報では、しばしば望まれるようなきめ細やかさが欠けている。なぜならば、小
さな地理的な窪みにおける温度変動が見逃されているかもしれないからである。
【００２８】
　このきめ細やかさの欠如を克服するために、選択可能な地理的領域内の情報提供者から
データを合成することができる。例えば、図７は、潜在的な情報提供者を特定の地理的領
域に対して例示的にマッピングしたものを示す。図示したように、地理的領域７００が様
々な住宅を含んでもよく、当該地理的領域７００において気温が各住宅から受け取られる
。この例では、第１の情報消費者が、位置７１２を中心とした気温とそれを包含する領域
７１０を必要とし、第２の情報消費者が、位置７２２を中心とした気温とそれを包含する
領域７２０を必要とするかもしれない。一態様では、複数の方法のうち任意の方法で、ユ
ーザが位置７１２と７２２を選択し、領域７１０と７２０を指定してもよいことに留意さ
れたい。例えば、ユーザが単に住所を入力してもよく、一方で、当該住所を包含する円形
領域を選択可能な半径に基づいて自動的に生成することができる。本例では、領域７１０
が入力７３０、７３２、７３４、７５０、および７５２を包含する半径Ｒ1の円形領域で
あって、領域７２０は入力７４０、７４２、７５０、および７５２を包含する半径Ｒ2の
円形領域である。領域７１０および７２０の各々に対して、入力７６０、７６２、および
７６４は除外されている。
【００２９】
　次に図８を参照すると、それぞれ領域７１０と７２０に対応する例示的な値のマージを
示すブロック図が提供されている。図示したように、システム８００は、選択結果８２０
と８３０を受け取る、ＩａａＳ情報基盤８１０を備える。ここで、選択結果８２０は第１
の選択領域（即ち、領域７１０）に対応し、選択結果８３０は第２の選択領域（即ち、領



(10) JP 2013-522732 A 2013.6.13

10

20

30

40

50

域７２０）に対応する。この具体的な例に対して、領域７１０と７２０が包含する入力の
各々を、それぞれ平均してマージ値８２２と８３２を確定する。さらに、消費情報（例え
ば、広告収入）を提供することで生成した収入を、マージ値８２２と８３２に寄与した情
報提供者の各々に配分することができる。
【００３０】
　前述のように、値のマージに加えて、個々のデータ・セットを結合してより大きなデー
タ・セットを作成してもよいことが考慮されている。次に図９、１０を参照すると、定性
的なデータ・セットを政治データの集計のコンテキストで結合する例示的なシナリオが提
供されている。この具体的なシナリオに関して、政治活動ではしばしば大量の時間とエネ
ルギを投入して様々な問題の要望を調査していることに留意されたい。実際、特定の層の
政治的意向を知ることがしばしば、政治活動を成功させるのに重要である。このデータを
確定させるために、様々な問題に対する国民の見解を探る調査が利用される。しかし、か
かる調査の参加者にはしばしば殆どまたは全く報酬が与えられず、それが、多くの人に参
加を思いとどまらせる。
【００３１】
　かかる調査に参加する動機をもっと与えるために、本明細書で説明する諸態様を実装し
て、特に有用な調査回答を特定して、これらの回答の提供者にそれに応じた報酬を与える
ことができる。図９では、一実施形態に従う、調査回答の例示的な割当てを提供する。図
示したように、割当て９００は層Ｘ、Ｙ、およびＺにそれぞれ対応する３つのデータ・セ
ットを含み、層Ｘが最も多く回答し、層Ｙが次に多く回答し、層Ｚが最も少ない回答をし
たことが示されている。
【００３２】
　ここで、特定の層にマッチする回答者からの調査回答が他の回答者より価値があっても
よいことに留意されたい。例えば、選挙のたびに民主、共和両党に振れるような「スイン
グ・ステート（激戦州）」の回答者が提出した調査回答は一般に、非激戦州の回答よりも
価値があると考えられるかもしれない。そうであるならば、そのような価値の差異を、実
際のこれらの回答の消費を監視することによって、容易に定量化することができる。
【００３３】
　一態様では、本明細書で説明した追跡の態様をこの評価と関連して利用して、消費に基
づいて調査回答者に収入を配分することができる。例えば、図１０に示すように、個々の
調査回答者に複数のターゲット層を関連付けてもよい。この１組の特殊な関連付け１００
０に関して、アリスがターゲット層ＸとＹに関連付けられ、ビルがターゲット層Ｘ、Ｙ，
およびＺに関連付けられ、カールがターゲット層Ｘに関連付けられている。したがって、
各ターゲット層に対応するデータ・セットの消費を追跡することによって、それに応じて
アリス、ビル、およびカールの各々に報酬を与えるように消費ベースの収入配分を実装す
ることができる。即ち、ターゲット層ＸおよびＹに関する調査データが消費されるときは
アリスに報酬を与え、ターゲット層Ｘ、Ｙ、およびＺに関する調査データが消費される場
合はビルに報酬を与え、ターゲット層Ｚに関する調査データが消費される場合はカールに
報酬を与える。
【００３４】
　前述のように、情報提供者に各自の評価に従って報酬を与えることが望ましい場合もあ
るかもしれない。次に図１１、１２を参照すると、レストランのレビューのコンテキスト
において、評価に応じてデータが合成される例示的なシナリオが提供されている。このシ
ナリオに関して、特定のレストラン批評家のレビューが他の批評家よりも本質的に価値が
あるかもしれないことに留意されたい。例えば、プロのレストラン批評家が提供したレビ
ューは、アマチュアの批評家が提供したレビューよりも価値があるかもしれない。同様に
、多数の支持者（例えば、一般の囃し立てるレビューア）をもつ新参のオンライン批評家
のレビューは、支持者が少ない新参批評家のレビューよりも価値があるかもしれない。実
際、本明細書で説明した諸態様を実装することにより、かかる新米のレストラン批評家に
対しても、以前は無料で提供されていたレビューにつき報酬を与えることができる。
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【００３５】
　一態様では、評価値を、それに応じてデータ寄与分を加重することにより、マージ値の
計算に組み込む。図１１では、一実施形態に従って加重値を例示的にマージする図が提供
されている。図示したように、システム１１００はデータ合成器１１１０を含む。データ
合成器１１１０は、評価者１１２０、評価者１１３０、および評価者１１４０の各々から
受け取った個々の評価に基づいて、加重評価１１５０を確定する。加重評価１１５０が例
えば特定のレストランに対する定性的評価を表してもよく、この場合、評価者１１２０、
評価者１１３０、および評価者１１４０の各々が提供した評価を、その具体的な評価値に
従って（例えば、一意な乗数を各評価値に割り当てることによって）加重する。図示した
ように、データ合成器１１１０は「評価Ａ」を評価者１１２０から受け取り、「評価Ｂ」
を評価者１１３０から受け取り、「評価Ｃ」を評価者１１４０から受け取る。一態様では
、データ合成器１１１０が次に、受け取った評価値の各々を単一の加重評価１１５０に（
例えば、評価に基づいて各評価値を加重し、次いで平均することによって）マージしても
よく、この場合、加重評価１１５０に特定の確度レベルを割り当ててもよい。かかる確度
レベルは、例えば、サンプルの大きさ（例えば、加重評価１１５０のもととなる評価値の
数）、寄与した批評家の評価、等を含む複数の因子のうち任意のものに基づいてもよい。
さらに、個々の評価値を評価に基づいて加重することに加えて、加重評価１１５０の消費
により報酬を加重してもよい。実際、加重評価はより高い確度レベルを有するので、かか
る評価値は情報消費者にとってより望ましく、したがってより価値があるものであろう。
【００３６】
　別の態様では、個々の批評家の定性的なレビューを結合して大きなデータ・セットを作
成してもよい。図１２では、一実施形態に従って個々の批評家のレビューを結合するため
の例示的なシステムが提供されている。図示したように、システム１２００は、レビュー
・データベース１２２０内の特定のレビューを選択結果１２３０に基づいて結合すること
によりレポート１２４０を生成するデータ合成器１２１０を備える。本例では、選択結果
１２３０は、ユーザが「タイプＡ」の批評家（例えば、評価値が最高である批評家）が提
出した「レストランＸ」向けのレビューを要求していることを示している。したがって、
選択結果１２３０を受け取ると、データ合成器１２１０は「タイプＡ」の批評家が提出し
た「レストランＸ」向けの全てのレビューをレビュー・データベース１２２０から取り出
す。次いでデータ合成器１２１０は取り出したレビューに基づいてレポート１２４０を生
成することができ、この場合、「タイプＡ」の批評家が提出した「レストランＸ」に対す
る定性的なお勧め評価値が纏められる。この特定の例に対して、「タイプＡ」の批評家の
寄与分を使用してレポート１２４０を生成したため、次いで「タイプＡ」の批評家にそれ
に応じて報酬を与えることができる。
【００３７】
　図１３の流れ図で示したように、１３００で、本明細書ではコンテンツ所有者またはパ
ブリッシャが情報基盤を介してデータを公開するための様々な方法を説明する。１３１０
で、開発者または開発アプリケーションが情報基盤を介してデータを消費できるようにす
る様々なツールが存在する。１３２０で、消費者または情報労働者が当該アプリケーショ
ンを使用して、または、データを直接問い合わせて当該データを消費することができる。
最後に、１３３０で、当該情報基盤は、コンテンツの連鎖における全ての関係者のために
自動的な管理、監査、課金、等を可能とする多種多様なツールを提供し、これはトランザ
クション・モデルにより可能となる。
【００３８】
　これに関して、情報基盤における幾つかの主要な関係者には、データ所有者、アプリケ
ーション開発者／ＩＳＶ、および消費者／情報労働者が含まれる。一般に、データ所有者
とは、データに課金したい者、または、他の理由から無料でデータを提供するかもしくは
当該データに対して他の条件を強制したい者である。次に、アプリケーション開発者／Ｉ
ＳＶとは、自己のアプリケーションを（例えば、広告、直接支払、間接支払、等によって
）収益化したい者、または、何らかの有益な理由から自己のアプリケーションを無料でか
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かる者に提供したい者である。情報労働者および消費者とは、生データを利用したい者、
または、アプリケーション開発者が提供するアプリケーションを使用したい者である。
【００３９】
　図１４は、本明細書で説明したＩａａＳを提供するエコシステムに参加したい様々な関
係者を一般的に示すブロック図である。例えば、１組のネットワーク・アクセス可能な情
報サービス１４００が、データの敏感度または他の特徴に応じて様々な信頼できるかまた
は信頼できないデータ記憶１４１０へのアクセスを提供する。したがって、図示したよう
に、データ記憶、即ち、１４１２、１４１４、．．．、１４１６の種類はあまり重要では
ない。なぜならば、当該エコシステムが任意の種類のデータ、ブロブ、構造化データ、非
構造化データ、等をサポートするからである。述べたように、システムは、データを当該
エコシステムに追加するパブリッシャ１４２０と、当該データを消費するサブスクライバ
１４３０と、自己のアプリケーションでデータの消費を支援するアプリケーション開発者
またはプロバイダ１４５０を備える。アクセス情報生成器１４７０が、様々な関係者によ
るデータへのアクセスを、アカウント情報、鍵情報、等を維持しまたは強制することによ
って支配することもできる。これに関して、コンテンツ所有者１４６０がパブリッシャ１
４２０、サブスクライバ１４３０および／またはアプリケーション開発者でもありうると
いう点で、コンテンツ所有者１４６０は任意の役割に及ぶことができる。一態様では、全
ての関係者に対する共通の情報基盤により、データ・トランザクションに対する管理１４
６５、監査１４７５、課金１４７５ならびに他の所望の付属サービスを当該情報基盤にわ
たって行うことができる。
【００４０】
　これに関して、任意のプラットフォームからのＩａａＳを可能とするためのユーザ・フ
レンドリなデータ・プラットフォームに関する様々な実施形態は、データの消費者（ＩＷ
、開発者、ＩＳＶ）が単純で、費用対効果が良く、便利なやり方で取引できるようにする
情報基盤である。当該情報基盤は、高級な（私的な）データと公衆の（公的な）データを
手頃に民主化（ｄｅｍｏｃｒａｔｉｚｅ）して、ＩＷが迅速に見識を引き出し、開発者が
複数のデータ・ソースを創造的に利用して革新的なアプリケーションを構築し、開発者が
任意のプラットフォーム上での自分の作業を収益化できるようにする。例えば、当該情報
基盤は、利用回数制料金ならびにコンテンツ・サブスクリプション課金（Ｓｕｂｓｃｒｉ
ｐｔｉｏｎ　Ｐｒｉｃｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｎｔｅｎｔ）、コンテンツに基づく課金（Ｐ
ａｙ　ｆｏｒ　Ｃｏｎｔｅｎｔ）（コンテンツ所有者が設定した「小売価格」）、支払い
データ料金（Ｐａｙ　Ｄａｔａ　Ｆｅｅ）（「送料」）およびＢＷをサポートし、さらに
、論理トランザクション毎に（レポート毎、ＡＰＩ毎、ダウンロード毎、等）に仲介料と
してのデータ料金をサポートする。
【００４１】
　情報労働者（例えば、Ｏｆｆｉｃｅ、ＳＱＬ　Ｓｅｒｖｅｒ、Ｄｙｎａｍｉｃｓのユー
ザ）に対しては、当該情報基盤は、将来のＥＡ統合ならびに予測可能な費用要件（同様に
、オンプレミスおよびオフプレミスのＢＩならびに「ＨＰＣ」作業量をサポートするため
のキャッシング）を可能とするためのサブスクリプションをサポートする。したがって、
代替手段には、ユーザ単位、月単位に課金されるコンテンツが含まれる。これをバンドル
するかまたはバンドルせずに、コンテンツ・パックまたはトランザクション単位の課金を
実現して、例えば、クラウド・レポート／ビジネス・インテリジェンスのオンデマンドな
価格設定により、大量のデータを移動する必要性を排除しつつ利用単位の価格設定または
レポート・ギャラリを介した垂直アプリケーションを可能することができる。
【００４２】
　コンテンツ提供者（任意のデータ・タイプ、任意のクラウド）に対しては、任意のプラ
ットフォームを用いて、当該情報基盤が任意の特定の望ましいプラットフォームにおいて
売上に対してインセンティブを与えるための価値ある提案となり、オートスケーリング、
高レベルのＳＬＡが追加のコストなし可能となる。幾つかの非限定的な例に対しては、デ
ータは安全であり、位置認識サービス・データ、商業不動産および住宅不動産、金融デー
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タ・サービス、等の領域における関連データであることができる。非限定的なシナリオに
は、上位３０位のＮＧＯ（ｎｏｎ－ｇｏｖｅｒｍｅｎｔａｌ　ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ
）のデータ・セットにデータを配信することを含めてもよい。さらに、当該情報基盤が、
ＢＩおよび可視化を「ＩａａＳ向けビング」、ＨＰＣ、等を介して提示する機能を備えて
もよい。同様に、垂直アプリケーションの機会も同様に存在する。
【００４３】
　１つの非限定的な実施形態では、データの仲介を従来型のブリック・モルタル戦略と類
比させることができる。即ち、例えば、容量を棚のスペース（例えば、構造化データおよ
び非構造化／ブロブ・データの混合）として表すことができ、ＣＯＧＳ（ｃｏｓｔ　ｏｆ
　ｇｏｏｄｓ）を面積として表すことができ、（ＳＡ、プラットフォーム依存性、帯域幅
と）コンテンツを商品として表す（例えば、ＣＯＧＳをカバーし、ＩＷと開発者からの利
益を最大化するようにコンテンツ提供者を最適化する）ことができる。様々な実施形態で
は、導入プロセス（ｏｎｂｏａｒｄｉｎｇ　ｐｒｏｃｅｓｓ）を、データおよびサービス
の品質基準を用いて、ならびに、ＳＬＡ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｏｆ　ａｇｒｅｅｍｅｎｔｓ
）を導入することで実装することができる。
【００４４】
　図１５は、１又は複数の機能に従う、上述のＩａａＳ向けの情報基盤１５１０の例示的
で非限定的な実装形態である。対話側には、ＳＳＬ／ＲＥＳＴベースのＡＰＩ１５０６を
介して情報基盤と通信できる、情報労働者１５００、開発者１５０２および消費者１５０
４がある。負荷分散装置１５０８を使用して、トラフィックを最適に処理することができ
る。これに関して、入力をポータル・ウェブ・ロール１５２０またはＡＰＩウェブ・ロー
ル１５２２に送る。情報基盤１５１０からデータ側には、ブロブ・データ・セット１５４
２、もしくはクラウド記憶フレームワーク１５４０のブロブ・データ・セット１５５５へ
アクセスするための、または、関係データベース・フレームワーク１５５０のデータ・セ
ット１５５２もしくはデータ・セット１５５４にアクセスするための、追加の負荷分散装
置１５２４または１５２６（例えば、ＷＡまたはＳＡ）がある。プロキシ層１５２８を使
用して、サードパーティのクラウド１５６０のデータ１５６２またはデータ１５６４にア
クセスすることができる。必要に応じて、コンテンツのＤＡＬ（ｄａｔａ　ａｂｓｔｒａ
ｃｔ　ｌａｙｅｒ）１５３０を使用してコンテンツにアクセスすることができる。これに
関して、異種の記憶域にわたってデータ・セットが重複している可能性がある。例えば、
同じデータがブロブ・データとして、および、構造化データ、例えばＳＱＬとして表され
るかもしれない。
【００４５】
　データに対する補助サービスとして、課金探索サービス１５７０が、オンラインの課金
サービス１５７２（例えば、ＭＯＣＰ）または探索サービス１５７４（例えば、ピンポイ
ント）を備えることができ、認証サービス１５８０が、証明書管理１５８２（例えば、Ｌ
ｉｖｅＩＤ）またはコンテンツ認証１５８４、例えば、認証コンテンツ・サービス（ＡＣ
Ｓ）を備えることができる。アカウント・サービス１５９０が、ログ／監査サービス１５
８６またはアカウント管理１５８８を備えることができる。管理運用サービス１５９２は
、運用ダッシュボード・サービス１５９４とネットワーク運用サービス１５９６、例えば
、Ｇｏｍｅｚを備えることができる。
【００４６】
　図１６は、ＩａａＳを可能とするための一般的な情報基盤の１又は複数の実施形態に従
う、データからデータ消費者への例示的なエンド・ツー・エンドの流れを示すブロック図
である。例えば、ＩａａＳ１６００は商用データ１６０２と無料データ１６０４を含むこ
とができ、これらは、営利開発者１６１０、動機を非営利とする非営利開発者１６１２、
および一般に生産的な目的をもってデータを消費することに関心がある他の情報労働者１
６１４にとって様々に関心があるものでありうる。これらの関係者は、探索サービス１６
２０を使用して、どのアプリケーション１６２２、１６２４、．．．、１６２６がこれら
の関係者にとって関心がありうるのかを判定し、最終的には、データをＩＬＡ消費者１６
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３０およびＤＬＡ消費者１６３２に同様に送信することができる。
【００４７】
（例示的なネットワーク分散環境）
　任意のプラットフォームからのＩａａＳ向けの方法および装置の様々な実施形態および
本明細書で説明した関連する実施形態を、任意のコンピュータまたは他のクライアント装
置もしくはサーバ装置と関連して実装でき、任意の種類のデータ記憶と接続できることは
当業者には理解されよう。当該任意のコンピュータまたは他のクライアント装置もしくは
サーバ装置を、コンピュータ・ネットワークの一部としてまたは分散コンピューティング
環境に展開することができる。これに関して、本明細書で説明した様々な実施形態を、任
意数のメモリまたは記憶ユニットを有する任意のコンピュータ・システムまたは環境で、
および、任意数の記憶ユニットに跨って生ずる任意数のアプリケーションおよびプロセス
で、実装することができる。これには、リモート記憶またはローカル記憶を有する、ネッ
トワーク環境または分散コンピューティング環境に展開したサーバ・コンピュータおよび
クライアント・コンピュータを有する環境が含まれるが、これらに限らない。
【００４８】
　図１７は、例示的なネットワーク型または分散型のコンピューティング環境の非限定的
な概略図である。分散コンピューティング環境は、コンピューティング・オブジェクト１
７１０、１７１２等、コンピューティング・オブジェクトまたは装置１７２０、１７２２
、１７２４、１７２６、１７２８等を含み、これは、アプリケーション１７３０、１７３
２、１７３４、１７３６、１７３８により表すように、プログラム、メソッド、データ記
憶、プログラム論理等を含んでもよい。オブジェクト１７１０、１７１２等およびコンピ
ューティング・オブジェクトもしくは装置１７２０、１７２２、１７２４、１７２６、１
７２８、等が、ＰＤＡ、オーディオ／ビデオ装置、携帯電話、ＭＰ３プレイヤ、ラップト
ップ等のような様々な装置を備えてもよい。
【００４９】
　各オブジェクト１７１０、１７１２等およびコンピューティング・オブジェクトまたは
装置１７２０、１７２２、１７２４、１７２６、１７２８等は、１又は複数の他のオブジ
ェクト１７１０、１７１２等およびコンピューティング・オブジェクトまたは装置１７２
０、１７２２、１７２４、１７２６、１７２８等と、通信ネットワーク１７４０により、
直接的または間接的の何れかで接続することができる。図１７では単一の要素として示し
たが、ネットワーク１７４０が、サービスを図１７のシステムに提供する他のコンピュー
ティング・オブジェクトおよびコンピューティング装置を備えてもよく、かつ／または、
複数の相互接続されたネットワークを表してもよい。これらは図示されていない。各オブ
ジェクト１７１０、１７１２等、または１７２０、１７２２、１７２４、１７２６、１７
２８等が、様々な実施形態に従って提供される任意のプラットフォームからのＩａａＳ向
けの情報基盤と通信するかまたは当該情報基盤を実装するのに適した、ＡＰＩ、他のオブ
ジェクト、ソフトウェア、ファームウェアおよび／またはハードウェアを利用できるアプ
リケーション１７３０、１７３２、１７３４、１７３６、１７３８のようなアプリケーシ
ョンを含むこともできる。
【００５０】
　分散コンピューティング環境をサポートする様々なシステム、コンポーネント、および
ネットワーク構成が存在する。例えば、コンピューティング・システムを、有線または無
線のシステムにより、またローカル・ネットワークまたは広域分散ネットワークにより、
互いに接続することができる。今日では、多数のネットワークがインターネットに接続さ
れ、広域分散コンピューティング向けの情報基盤を提供し、多種多様なネットワークを包
含するが、任意のネットワーク基盤を、様々な実施形態で説明した技法に伴う例示的な通
信に使用することができる。
【００５１】
　したがって、クライアント／サーバ、ピアツーピア、またはハイブリッドのアーキテク
チャのような、多数のネットワーク・トポロジおよびネットワーク基盤を利用することが
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できる。クライアント／サーバのアーキテクチャ、特にネットワーク・システムでは、ク
ライアントは通常、別のコンピュータ、例えばサーバによって提供される共有ネットワー
ク・リソースにアクセスするコンピュータである。図１７の例では、非限定的な例として
、コンピュータ１７２０、１７２２、１７２４、１７２６、１７２８等をクライアントと
みなすことができ、コンピュータ１７１０、１７１２等をサーバとみなすことができる。
ここで、サーバ１７１２０、１７１２等は、例えば、クライアント・コンピュータ１７２
０、１７２２、１７２４、１７２６、１７２８等からデータを受け取り、データを格納し
、データを処理し、データをクライアント・コンピュータ１７２０、１７２２、１７２４
、１７２６、１７２８等に送信するといったデータ・サービスを提供するが、状況に応じ
て、任意のコンピュータをクライアント、サーバ、またはその両方と考えることができる
。これらのコンピューティング装置のうち任意のものが、データを処理するか、または、
１つもしくは複数の実施形態に関して本明細書で説明した任意のプラットフォームからの
ＩａａＳ向け情報基盤および関連技法が関与しうるサービスやタスクを要求してもよい。
【００５２】
　サーバは一般に、インターネットまたは無線ネットワーク基盤のような、リモートまた
はローカル・ネットワークでアクセス可能なリモート・コンピュータ・システムである。
クライアント・プロセスが第１のコンピュータ・システムにおいてアクティブで、サーバ
・プロセスが第２のコンピュータ・システムにおいてアクティブで、通信媒体を介して互
いに通信し、これにより分散機能を提供し、複数のクライアントがサーバの情報収集機能
を利用できるようにしてもよい。ユーザのプロファイリングに従って利用される任意のソ
フトウェア・オブジェクトをスタンドアロンで提供することができ、または、複数のコン
ピューティング装置もしくはオブジェクトに分散させることができる。
【００５３】
　通信ネットワーク／バス１７４０がインターネットであるネットワーク環境では、例え
ば、サーバ１７１０、１７１２等が、クライアント１７２０、１７２２、１７２４、１７
２６、１７２８等がＨＴＴＰのような幾つかの公知のプロトコルのうち任意のものを介し
て通信するウェブ・サーバであることができる。サーバ１７１０、１７１２等が、クライ
アント１７２０、１７２２、１７２４、１７２６、１７２８等の役割を果たしてもよく、
これは、分散コンピューティング環境の特徴であろう。
【００５４】
（例示的なコンピューティング装置）
　上述したように、本明細書で説明した様々な実施形態は任意の装置に適用される。この
場合、任意のプラットフォームからのＩａａＳに対して１又は複数の情報基盤を実装する
ことが望ましいかもしれない。したがって、あらゆる種類のハンドヘルド装置、ポータブ
ル装置ならびに他のコンピューティング装置およびコンピューティング・オブジェクトが
、本明細書で説明した様々な実施形態と関連して、即ち、装置が任意のプラットフォーム
からのＩａａＳ向け情報基盤と関連した何らかの機能を提供できる任意の場面で使用され
ると理解されるべきである。したがって、以下図１８で後述する汎用目的のリモート・コ
ンピュータは一例にすぎず、本発明の諸実施形態を、ネットワーク／バス相互運用性およ
び相互作用を有する任意のクライアントで実装してもよい。
【００５５】
　必須ではないが、諸実施形態のうち任意のものを、装置またはオブジェクト向けのサー
ビスの開発者が使用するためにオペレーティング・システムを介して部分的に実装するこ
とができ、かつ／または、動作可能なコンポーネント（複数可）と関連して動作するアプ
リケーション・ソフトウェアに含めることができる。ソフトウェアを、クライアント・ワ
ークステーション、サーバまたは他の装置のような１又は複数のコンピュータにより実行
されている、プログラム・モジュールのようなコンピュータ実行可能命令の一般的なコン
テキストで説明してもよい。ネットワーク相互作用を、様々なコンピュータ・システム構
成およびプロトコルで実施してもよいことは当業者には理解されよう。
【００５６】
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　このように、図１８は、１又は複数の実施形態を実装できる適切なコンピューティング
・システム環境１８００の一例を示すが、上で明らかにしたように、コンピューティング
・システム環境１８００は適切なコンピューティング環境の一例にすぎず、諸実施形態の
いずれの使用範囲または機能範囲に関してなんら限定を示唆しようとするものではない。
また、コンピューティング環境１８００が、例示的な動作環境１８００で示したコンポー
ネントの任意の１又は複数の組合せに関してどのような依存性または要件も有すると解す
べきではない。
【００５７】
　図１８を参照すると、本明細書の１又は複数の実施形態を実装するための例示的なリモ
ート装置が、汎用目的のコンピューティング装置をハンドヘルド・コンピュータ１８１０
の形で備えることができる。ハンドヘルド・コンピュータ１８１０のコンポーネントが、
演算装置１８２０、システム・メモリ１８３０、および、システム・メモリを含む様々な
システム・コンポーネントを演算装置１８２０に接続するシステム・バス１８２１を備え
てもよいが、これらに限らない。
【００５８】
　コンピュータ１８１０は一般に、様々なコンピュータ読取可能媒体を備え、コンピュー
タ１８１０がアクセス可能な任意の利用可能な媒体であることができる。システム・メモ
リ１８３０は、ＲＯＭ（ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）および／またはＲＡＭ（ｒ
ａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）のような揮発性および／または不揮発性のメ
モリの形でコンピュータ記憶媒体を備えてもよい。限定ではなく例として、メモリ１８３
０が、オペレーティング・システム、アプリケーション・プログラム、他のプログラム・
モジュール、およびプログラム・データを備えてもよい。
【００５９】
　ユーザが、入力装置１８４０を介してコマンドおよび情報をコンピュータ１８１０に入
力してもよい。モニタまたは他種のディスプレイ装置も、出力インタフェース１８５０の
ようなインタフェースを介してシステム・バス１８２１に接続される。モニタに加えて、
コンピュータが、スピーカおよびプリンタのような他の周辺出力装置を備えてもよい。こ
れらを、出力インタフェース１８５０を通じて接続してもよい。
【００６０】
　コンピュータ１８１０は、リモート・コンピュータ１８７０のような１又は複数の他の
リモート・コンピュータへの論理接続を用いてネットワーク型または分散型の環境で動作
してもよい。リモート・コンピュータ１８７０は、パーソナル・コンピュータ、サーバ、
ルータ、ネットワークＰＣ、ピア・デバイスもしくは他の共通ネットワーク・ノード、ま
たは他の任意のリモート媒体消費装置（ｒｅｍｏｔｅ　ｍｅｄｉａ　ｃｏｍｓｕｍｐｔｉ
ｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ）または送信装置であってもよく、コンピュータ１８１０に関して上
述した要素のうち任意または全部を備えてもよい。図１８に示した論理接続には、ＬＡＮ
（ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）またはＷＡＮ（ｗｉｄｅ　ａｒｅａ　ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）のようなネットワーク１８７１が含まれるが、他のネットワーク／バスを備え
てもよい。かかるネットワーク環境は、自宅、職場、企業規模のコンピュータ・ネットワ
ーク、イントラネットおよびインターネットで一般的である。
【００６１】
　上述のように、例示的な実施形態を様々なコンピューティング装置、ネットワークおよ
び広告アーキテクチャに関連して説明したが、その基礎となる概念を、クラウドまたはネ
ットワーク・サービスとの対話に対してアプリケーションを公開し構築し、または、当該
対話と関連してデータを消費することが望ましい、任意のネットワーク・システムおよび
任意のコンピューティング装置またはシステムに適用してもよい。
【００６２】
　本明細書で説明した１又は複数の実施形態を実装する複数の方法がある。例えば、適切
なＡＰＩ、ツール・キット、ドライバ・コード、オペレーティング・システム、コントロ
ール、スタンドアロンのまたはダウンロード可能なソフトウェア・オブジェクト、等であ
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り、これらにより、アプリケーションおよびサービスが任意のプラットフォームからのＩ
ａａＳ向けの情報基盤を利用することができる。諸実施形態を、ＡＰＩ（または他のソフ
トウェア・オブジェクト）の観点からと同様、１又は複数の説明した諸実施形態に従う任
意のプラットフォームからのＩａａＳ向けの情報基盤の提供を促進するソフトウェア・オ
ブジェクトまたはハードウェア・オブジェクトの観点から検討してもよい。本明細書で説
明した様々な実装形態および実施形態が、全体としてハードウェアである態様、一部がハ
ードウェアで一部がソフトウェアである態様、ならびにソフトウェアの態様を有してもよ
い。
【００６３】
　本明細書では「例示的」という言葉は、例、事例、または実例を意味するように使用さ
れている。疑義を避けるため、本明細書で開示した主題はかかる例によっては限定されな
い。さらに、本明細書で「例示的」として説明した任意の態様または意匠は、他の態様ま
たは意匠に対して必ずしも好適または有利であるとは解されず、当業者に公知である均等
な例示的な構造および技法を排除することも意味しない。さらに、「含まれる」、「有す
る」、「含む」、および他の同様な言葉を、発明を実施するための形態または特許請求の
範囲の何れかで使用する限りにおいて、疑義を避けるため、かかる用語は、如何なる追加
または他の要素も排除しない移行語としての「備える」という用語と同様に包括的である
ことが意図されている。
【００６４】
　述べたように、本明細書で説明した様々な技法を、ハードウェアもしくはソフトウェア
と関連して、または、必要に応じてその両方と組み合わせて実装してもよい。本明細書で
使用する際は、「コンポーネント」、「システム」等という用語は同様に、コンピュータ
関連の実体、即ち、ハードウェア、ハードウェアとソフトウェアの組合せ、ソフトウェア
、実行中のソフトウェアの何れかを指す。例えば、コンポーネントは、プロセッサ上で実
行されているプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、
プログラム、および／またはコンピュータであってもよいが、これらに限定されない。例
として、コンピュータで実行されているアプリケーションおよびコンピュータがコンポー
ネントでありうる。１又は複数のコンポーネントがプロセスおよび／または実行スレッド
内に存在してもよく、コンポーネントを、或るコンピュータ上に局在化させてもよく、か
つ／または、複数のコンピュータ間に分散させてもよい。
【００６５】
　前述のシステムを、幾つかのコンポーネント間の対話に関して説明した。かかるシステ
ムおよびコンポーネントが、これらのコンポーネントもしくは指定のサブ・コンポーネン
ト、指定のコンポーネントもしくはサブ・コンポーネントの一部、および／または追加の
コンポーネントを含むことができ、様々な上述の並びおよび組合せに従いうることは理解
できる。サブ・コンポーネントを、親コンポーネントに含める（階層化する）のではなく
、他のコンポーネントに通信可能に接続させたコンポーネントとして実装することもでき
る。さらに、１又は複数のコンポーネントを、集計機能を提供する単一のコンポーネント
に結合してもよく、または、幾つかの独立なサブ・コンポーネントに分割してもよく、か
かるサブ・コンポーネントに通信可能に接続する管理層のような任意の１又は複数の中間
層を提供して統合機能を提供してもよいことに留意されたい。本明細書で説明した任意の
コンポーネントが、本明細書では具体的に説明していないが一般に当業者には公知である
１又は複数の他のコンポーネントと対話してもよい。
【００６６】
　上述の例示的なシステムの観点から、開示した本発明に従って実装できる方法は、様々
な図の流れ図を参照するとより良く理解されよう。説明の簡単さのため、方法を一連のブ
ロックとして示し説明したが、一部のブロックを、本明細書で図示し説明した他のブロッ
クと異なる順序でおよび／または並行して実施してもよいので、クレーム主題は当該ブロ
ックの順序によっては限定されないことは理解されよう。非逐次的、即ち、分岐する流れ
が流れ図で示される場合には、同一または同様な結果をもたらす様々な他の分岐、流路、
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およびブロックの順序を実装してもよいことは理解されよう。さらに、図示した全てのブ
ロックが、本明細書で説明した方法を実装する必要はないかもしれない。
【００６７】
　幾つかの実施形態ではクライアント側の視点を説明したが、疑義を避けるため、対応す
るサーバの観点も存在し逆も成り立つことは理解されよう。同様に、方法を実施する場合
は、記憶域と、１又は複数のコンポーネントを介してその方法を実施するように構成した
対応する少なくとも１つのプロセッサとを有する、対応する装置を提供することができる
。
【００６８】
　様々な実施形態を様々な図から成る好適な実施形態と関連して説明したが、他の同様な
実施形態を使用してもよく、または、同一の機能を実施するために、説明した実施形態か
ら逸脱しない修正および追加を当該説明した実施形態に追加してもよいことは理解されよ
う。さらに、上述した実施形態の１又は複数の態様を、複数の処理チップまたは装置にお
いてまたはそれらに跨って実装してもよく、同様に複数の装置に跨って記憶域を実現して
もよい。したがって、本発明はどの実施形態にも限定されず、添付の特許請求の範囲に従
って広範囲に解釈されるべきである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(21) JP 2013-522732 A 2013.6.13

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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